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俵
　
じ
　
あ
　
に

　
最
近
に
お
け
る
中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
経
済
史
の
研
究
は
、
ど
の
よ
う
な
対
象
に

向
け
ら
れ
、
ど
の
よ
う
な
方
向
を
た
ど
っ
て
い
る
か
。
そ
の
前
期
に
限
り
、
流

通
過
程
に
の
み
し
薩
っ
て
以
下
に
紹
介
を
試
み
た
い
。

　
ま
ず
、
さ
し
あ
た
っ
て
、
中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
経
済
史
の
起
点
は
、
何
に
求
め

ら
れ
る
べ
き
か
。
ド
ー
プ
シ
ュ
の
「
文
化
連
続
性
」
を
引
合
い
に
繊
す
ま
で
も

な
く
、
ロ
ー
マ
の
文
化
遺
産
が
、
ど
の
よ
5
に
ゲ
ル
マ
ン
に
受
容
さ
れ
た
か
、

す
な
わ
ち
、
ロ
ー
マ
帝
国
支
配
下
に
お
か
れ
た
地
域
と
ス
カ
ン
ジ
ナ
ビ
ア
及
至

話
方
へ
向
う
ゲ
ル
マ
ン
の
定
住
が
進
展
し
た
そ
れ
の
経
済
的
構
造
の
相
違
が
、

出
発
点
と
な
る
。
換
言
す
れ
ば
、
一
方
は
他
方
よ
り
豊
か
に
古
代
交
化
を
保
持

し
、
商
業
と
貨
幣
経
済
に
優
位
を
示
す
と
い
う
差
違
が
蔚
提
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

今
臼
で
は
、
そ
の
よ
う
な
地
域
的
絹
違
の
濃
淡
が
、
い
か
に
緻
密
に
色
ど
ら
れ

て
い
る
か
は
、
例
え
ば
、
劉
9
国
σ
q
α
q
Φ
戦
ω
”
U
①
畦
戦
α
三
輪
。
げ
①
H
醤
油
。
暮
口
耳
①
δ
⇔

Q
興
諺
黛
。
凱
①
詳
6
日
・
が
端
的
に
物
語
っ
て
い
る
。
ロ
ー
マ
・
ゲ
ル
マ
ン
の
通
商

関
係
の
研
究
は
、
古
く
し
て
、
撫
し
い
諜
題
で
あ
る
。
古
典
史
料
を
ど
う
読
み
直

し
て
み
て
も
、
新
奇
な
解
釈
の
添
加
さ
れ
る
余
地
は
な
い
。
し
か
し
、
岡
器
Φ
嶺

に
よ
っ
て
整
理
、
　
集
成
さ
れ
た
豊
蜜
な
発
掘
の
デ
ー
タ
は
、
　
古
典
史
料
の
聞

隙
を
充
実
し
、
　
隔
地
商
業
（
閃
①
贋
旨
げ
鋤
⇔
α
①
一
）
と
境
域
商
業
（
O
お
昌
N
冨
け
α
鉱
）

を
判
別
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
従
来
の
唯
一
の
包
括
的
研
究
　
ρ
田
8
竪
P

↓
舜
阜
①
び
霧
≦
8
昌
爵
Φ
円
。
鑓
9
昌
国
臼
℃
搾
①
9
揖
α
9
①
団
種
8
0
巽
日
き
ω
博
（
臼
冨

臼
。
∬
議
巴
。
鴎
即
。
諺
節
口
ω
9
巳
①
即
く
9
図
図
く
H
獄
レ
⑩
ω
⑦
）
の
引
い
た
粗
略
な
商

路
を
根
本
的
に
書
き
改
め
た
。
ロ
ー
マ
ン
・
ゲ
ル
マ
ン
の
経
済
的
接
触
諏
の
検

討
は
、
醐
凹
時
に
、
あ
ら
た
に
ヨ
…
ロ
ッ
パ
経
済
の
担
い
手
と
な
っ
た
ゲ
ル
マ
ン

独
自
の
経
済
発
展
の
方
向
を
正
し
く
見
き
わ
め
る
営
み
と
表
裏
す
る
。
そ
の
よ

う
な
営
み
か
ら
、
ド
イ
ツ
経
済
史
に
お
け
る
「
連
続
性
の
問
題
」
が
、
し
ば
し

ば
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
と
い
っ
て
も
、
ロ
ー
マ
・
ゲ
ル
マ
ン
の
連
続
性
の

問
題
は
、
も
は
や
背
景
に
お
い
や
ら
れ
た
形
と
な
り
、
ゲ
ル
マ
ン
の
商
業
習
慣

の
未
成
熟
、
頑
強
な
都
市
居
住
の
拒
否
等
が
論
じ
ら
れ
る
限
り
、
こ
の
間
題
は
、

専
ら
○
●
国
①
自
霞
が
提
起
し
た
「
ゲ
ル
マ
ン
的
連
続
性
」
　
（
σ
q
窪
送
9
巳
ω
O
呈

出
。
導
ぎ
良
け
馨
）
に
単
純
化
さ
れ
た
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
国
。

聞
誤
。
δ
の
い
う
如
く
、
　
「
連
続
性
」
な
る
用
語
は
、
ド
イ
ツ
史
に
関
す
る
限

り
、
今
日
、
　
「
ゲ
ル
マ
ン
的
連
続
性
」
以
外
に
使
用
し
な
い
方
が
賢
明
で
あ
る

と
の
意
見
が
強
い
。
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ピ
レ
ソ
ヌ
と
ド
ー
プ
シ
ュ
の
逃
路
リ
ン
グ
経
済
を
め
ぐ
る
鋭
い
対
立
は
、
今

日
な
お
解
消
さ
れ
ぬ
い
く
つ
か
の
問
題
を
残
し
て
い
る
。
ド
ー
プ
シ
ュ
説
が
、

地
域
曲
差
異
を
付
し
て
容
認
さ
れ
る
と
し
て
も
、
ピ
レ
ン
ヌ
。
テ
ー
ゼ
は
、
こ

こ
十
数
年
は
げ
し
い
批
判
の
的
と
さ
れ
て
き
た
。
し
か
も
、
そ
こ
か
ら
中
世
経

済
史
研
究
の
多
く
の
実
り
が
か
ち
得
ら
れ
た
と
い
っ
て
も
過
需
で
は
あ
る
ま
い
。

ピ
レ
ソ
ヌ
・
テ
ー
ゼ
を
想
起
し
て
み
よ
う
。

　
イ
ス
ラ
ム
の
進
出
は
、
地
中
海
的
統
一
を
破
り
、
メ
p
ビ
ン
グ
時
代
に
維
持

さ
れ
た
東
方
お
よ
び
古
代
交
化
と
の
連
係
は
断
た
れ
た
。
カ
p
リ
ン
グ
時
代
は

全
く
の
経
済
の
没
落
期
で
あ
り
、
大
所
領
に
よ
っ
て
象
徴
さ
れ
る
農
村
化
に
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
転

り
、
都
市
は
衰
退
し
、
商
人
は
小
売
商
人
の
段
階
へ
と
後
退
し
た
。
こ
の
経
済

の
後
退
は
、
ヴ
ァ
イ
キ
ン
グ
の
侵
憲
に
よ
り
強
化
さ
れ
る
。

　
し
か
る
に
、
一
〇
世
紀
末
か
ら
、
葺
ー
ロ
ッ
パ
の
経
済
復
活
が
、
ヴ
ェ
晶
ス

を
経
由
し
て
東
方
か
ら
の
影
響
下
に
お
こ
り
、
新
し
い
商
人
階
級
の
出
現
は
、

都
市
に
重
要
性
を
語
え
、
三
世
紀
閲
さ
さ
や
か
な
商
業
を
い
と
な
み
つ
づ
け
た

小
売
商
人
や
ユ
ダ
ヤ
人
に
と
っ
て
か
わ
っ
た
。
か
か
る
商
人
は
、
当
初
一
定
の

住
居
を
も
た
ぬ
冒
険
商
人
で
あ
り
、
饗
村
の
過
剰
人
口
に
由
来
す
る
。
そ
し
て
、

彼
等
の
定
住
を
も
つ
て
都
市
の
成
立
を
理
解
す
る
。

　
こ
の
テ
ー
ゼ
の
後
半
の
部
分
は
、
い
ま
な
お
大
巾
に
容
認
さ
れ
て
い
る
が
、
前

半
の
部
分
に
、
種
々
な
側
面
か
ら
反
ば
く
な
い
し
修
正
論
が
提
出
さ
れ
て
い
る
。

経
済
（
商
業
）
衰
退
の
論
拠
と
す
る
ア
ラ
ビ
ア
人
の
地
中
海
進
娼
に
と
も
な
う

香
料
、
絹
織
物
、
　
パ
ピ
ル
ス
等
の
東
方
物
産
の
消
失
は
、
　
U
・
ρ
U
o
臼
δ
部

門
．
ψ
ピ
。
り
Φ
斜
竃
層
い
。
讐
げ
黛
）
鼠
等
の
批
判
お
よ
び
修
訂
に
よ
っ
て
、
一
様
に

否
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
ピ
レ
ソ
ヌ
批
判
の
詳
細
は
、
す
で
に
増
田
四
郎
氏

「
カ
ロ
リ
ン
グ
王
朝
フ
ラ
ン
ク
王
壌
の
経
済
環
境
」
（
㎜
橋
論
叢
、
三
二
巻
四
号
、

｝
九
五
四
年
）
お
よ
び
平
斌
照
介
氏
「
ビ
レ
ン
ヌ
・
テ
ー
ゼ
批
判
」
（
学
園
論
集
、

館
二
号
、
一
九
五
六
年
）
が
、
紹
介
し
て
い
る
の
で
省
く
が
、
こ
れ
ら
所
論

は
、
イ
ス
ラ
ム
側
史
料
、
ビ
ザ
ン
ツ
側
史
料
あ
る
い
は
銭
貨
学
の
デ
ー
タ
に
依

拠
す
る
か
の
根
違
こ
そ
あ
れ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
。
ハ
経
済
が
、
イ
ス
ラ
ム
の
地
中
海
進

出
に
よ
り
封
鎖
さ
れ
た
も
の
で
な
い
事
情
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
そ
れ
の
み

か
、
ロ
ム
バ
ー
ル
の
よ
う
に
、
イ
ス
ラ
ム
の
征
服
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
経
済
の
発
展

に
及
ぼ
し
た
積
極
的
役
割
さ
え
賦
与
す
る
向
も
あ
る
。
湿
糠
紀
後
半
の
地
中
海

沿
岸
フ
ラ
ン
ス
の
貨
銭
の
分
布
に
、
イ
ス
ラ
ム
が
殆
ん
ど
変
化
を
与
え
て
い
な

い
（
℃
・
　
Q
Φ
」
P
轡
一
一
げ
O
廿
P
鑓
㊦
ω
）
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
ド
イ
ツ
学
界
に
お
い
て
、
ピ
レ

ン
ヌ
・
テ
…
ゼ
が
、
ゲ
ル
マ
ン
人
を
ア
ラ
ビ
ア
人
に
置
き
か
え
た
「
没
落
説
」

（H

q
曽
け
げ
”
ω
げ
境
O
℃
げ
①
一
同
げ
げ
①
O
h
同
①
）
と
評
さ
れ
る
の
も
、
由
な
し
と
し
な
い
。

圏
、
地
中
海
商
業

　
さ
て
、
ピ
レ
ン
ヌ
批
判
に
ビ
頚
ン
ツ
お
よ
び
イ
ス
ラ
ム
史
料
の
新
し
い
光
が

投
じ
ら
れ
た
こ
と
は
、
す
で
に
の
べ
た
。
イ
ス
ラ
ム
が
中
世
初
期
の
地
中
海
商

業
に
消
極
的
あ
る
い
は
積
極
的
い
ず
れ
の
役
割
を
演
じ
た
か
は
と
も
か
く
、
イ

ス
ラ
ム
の
進
出
を
契
機
す
る
西
ヨ
…
ロ
ッ
パ
の
経
済
が
、
地
中
海
商
業
を
介
し

て
ビ
ザ
ン
ツ
、
イ
ス
ラ
ム
経
済
圏
と
の
相
…
関
々
係
の
裡
に
把
擬
さ
れ
る
べ
き
で

あ
る
と
い
う
方
法
が
、
そ
こ
か
ら
ク
霧
；
ズ
・
ア
ヅ
プ
さ
れ
る
。

　
ビ
ザ
ソ
ツ
の
歴
史
は
、
い
わ
ば
商
業
と
財
政
々
策
の
歴
史
で
あ
り
、
コ
ン
ス

タ
ン
チ
ノ
ー
プ
ル
の
経
済
的
推
移
は
、
そ
の
ま
ま
中
世
商
業
史
だ
と
い
え
る
。

し
た
が
っ
て
、
ビ
ザ
ン
ツ
自
体
の
商
業
史
・
都
官
等
の
研
究
は
決
し
て
少
し
と

し
な
い
の
だ
が
、
さ
ら
に
、
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
イ
ス
ラ
ム
諸
国
と
の
経
済
酌
連

関
を
明
確
に
意
識
し
た
研
究
と
い
う
の
は
、
ほ
と
ん
ど
見
当
ら
な
か
っ
た
。
そ
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ヨーPtヅパ中世前期の商業（堀内）

れ
故
、
ビ
ザ
ソ
ツ
絹
織
物
工
業
と
国
営
工
業
の
性
格
を
解
明
し
た
U
o
灼
①
N
”

ω
臨
買
主
α
要
町
嘱
β
爵
Φ
ゆ
嘱
N
鋤
二
言
同
学
且
お
（
ω
需
。
三
ρ
夢
×
×
し
り
懸
）

お
よ
び
、
ビ
ザ
ソ
ツ
商
業
の
繁
栄
の
源
泉
た
る
通
貨
（
昌
O
謹
固
ω
糞
9
）
の
安
定
性

の
秘
密
を
明
ら
か
に
し
た
↓
げ
①
U
o
臣
錠
o
h
竃
峯
巳
①
》
σ
q
①
ω
（
国
o
o
き
諺
ざ

国
δ
8
蔓
口
Φ
＜
δ
ぎ
く
。
詳
同
¢
望
）
は
、
ビ
ザ
ン
ッ
商
業
の
基
本
的
性
格
を
イ
・

ス
ラ
ム
、
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
の
地
中
海
を
め
ぐ
る
国
際
商
業
の
一
環
と
し
て
と

ら
え
ん
と
す
る
点
で
、
新
生
面
を
切
り
開
い
た
と
い
え
る
。
そ
し
て
、
最
近
に

お
け
る
ビ
ザ
ン
ツ
史
の
研
究
成
果
と
あ
い
ま
っ
て
、
ビ
ザ
ソ
ツ
を
西
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
・
イ
ス
ラ
ム
諸
国
と
の
通
商
関
係
へ
の
一
二
鋭
い
接
近
が
す
す
め
ら
れ
る
も

の
と
思
わ
れ
る
。

　
他
方
、
イ
ス
ラ
ム
商
業
に
つ
い
て
は
、
右
の
よ
う
な
視
角
か
ら
、
か
な
ら

ず
し
も
、
わ
れ
わ
れ
が
期
待
す
る
よ
う
な
研
究
が
な
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
。
　
古
典
的
名
著
鵠
Φ
団
9
題
ω
o
跨
①
α
¢
O
o
§
上
塗
。
①
α
ρ
ピ
①
〈
9
捻
碧

鋒
。
嘱
Φ
昌
鋤
σ
q
ρ
b
⊃
＜
o
ど
一
ゆ
ト
⊃
ω
な
ら
び
に
鼠
．
創
①
O
o
色
9
H
緊
窪
昌
箕
δ
跡
9
」
一

頃
韓
昌
α
①
δ
〈
興
貯
①
巽
貯
恥
①
鼠
嬢
q
皿
①
①
信
≦
①
u
（
く
興
降
お
①
ロ
①
⇔
ζ
銭
①
9
①
に
早

αq

E
α
興
亡
。
巳
昌
鉱
ご
器
卜
屏
践
①
導
δ
く
碧
芝
①
8
霧
昌
9
δ
旨
①
ジ
跨
撒
8
三
農

い
①
簿
①
励
屏
§
α
ρ
蒔
爵
の
①
び
H
×
馬
脚
㊤
O
㊤
）
の
ほ
か
、
今
日
に
い
た
る
も
、
ま
ず
回

ぼ
し
い
著
述
、
論
士
は
あ
ら
わ
れ
て
い
な
い
。
た
だ
ひ
と
り
ζ
．
ピ
。
ヨ
び
母
9

い
、
。
目
蔭
蚕
繭
旨
露
9
＜
H
需
碧
×
H
・
ω
曹
す
（
》
嘗
巴
①
ω
…
胸
8
岩
慧
Φ
ρ

ω
0
9
無
品
ρ
　
Ω
く
日
の
p
菖
。
β
り
H
押
回
濠
刈
）
の
す
ぐ
れ
た
業
績
が
、
光
輝
を
放
っ

て
い
る
の
み
で
あ
る
。
ロ
ム
バ
ー
ル
の
研
究
は
、
イ
ス
ラ
ム
経
済
の
一
つ
の
特

殊
部
門
で
あ
り
、
そ
れ
に
、
あ
ま
り
に
も
シ
ェ
ー
マ
的
に
構
成
さ
れ
す
ぎ
る
き

ら
い
は
あ
る
が
、
イ
ス
ラ
ム
商
業
の
基
本
的
傾
向
を
つ
い
た
画
期
的
論
文
と
い

え
る
。
ロ
ム
バ
ー
ル
の
シ
ェ
ー
マ
を
簡
単
に
紹
…
介
す
る
と
、

　
ロ
ー
マ
末
期
以
来
、
メ
ロ
ビ
ン
グ
時
代
を
通
じ
て
西
方
の
金
は
、
東
方
の
蓉

修
品
購
入
の
結
果
、
レ
ヴ
ァ
ン
ト
商
人
に
よ
っ
て
東
方
出
場
に
も
ち
去
ら
れ
、

銀
貨
を
通
貨
と
す
る
ペ
ル
シ
ア
を
中
心
に
退
蔵
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
地
域
を
席

巻
し
た
イ
ス
ラ
ム
の
征
服
が
国
際
商
業
に
加
え
た
変
革
は
、
「
ア
ジ
ア
的
蓄
積
」

に
よ
り
流
通
過
程
か
ら
没
し
、
退
蔵
さ
れ
た
金
の
「
地
中
海
酌
使
用
」
（
貨
幣
）

へ
の
誘
致
で
あ
る
。
イ
ス
ラ
ム
の
征
服
が
、
地
中
海
経
済
の
あ
い
路
を
打
開
し
、

西
武
i
ロ
ツ
パ
を
世
界
通
商
の
流
れ
に
結
合
し
、
そ
の
商
品
の
販
路
を
オ
リ
エ

ン
ト
の
諸
都
市
に
開
い
た
こ
と
、
サ
サ
ン
朝
の
王
宮
や
シ
リ
ア
の
修
道
院
に
眠

る
金
を
流
通
過
程
へ
投
入
し
た
こ
と
、
ス
ダ
ン
金
鉱
の
開
発
等
、
要
す
る
に
、

イ
ス
ラ
ム
勢
力
の
拡
大
は
、
商
業
活
動
の
活
淡
化
と
金
の
支
配
を
も
た
ら
し
た
。

金
獲
得
を
背
景
と
す
る
イ
ス
ラ
ム
諸
都
市
の
購
買
力
は
、
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
が
供

給
し
う
る
奴
隷
お
よ
び
船
舶
用
木
材
、
鉄
、
毛
皮
等
の
原
材
料
の
輸
入
を
可
能

に
し
、
そ
の
見
返
り
と
し
て
、
イ
ス
ラ
ム
金
が
日
舞
o
o
ω
貨
の
形
で
西
方
へ

流
入
し
は
じ
め
る
。
就
中
、
西
方
の
対
イ
ス
ラ
ム
へ
の
輪
…
出
の
主
位
を
占
め
た

の
は
奴
隷
（
ほ
と
ん
ど
ブ
ラ
ッ
ク
・
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
通
じ
て
売
買
さ
れ
た
）
で

あ
っ
た
。
こ
の
結
果
、
メ
ロ
ビ
ソ
グ
時
代
に
は
半
ば
停
漉
し
て
い
た
ビ
ザ
ソ
ツ

商
品
の
買
手
市
場
が
復
活
さ
れ
、
一
段
と
金
流
入
度
が
高
ま
る
一
〇
・
一
一
世

紀
に
は
、
ビ
ザ
ン
ツ
の
伸
介
す
る
翌
翌
最
は
、
再
び
西
鞍
…
ロ
ッ
パ
に
有
力
な

販
路
を
見
出
す
。
一
方
、
北
方
で
は
、
イ
ス
ラ
ム
か
ら
の
金
の
流
れ
は
、
地
中

海
を
経
由
せ
ず
、
バ
ク
ダ
ッ
ド
か
ら
ヴ
ォ
ル
ガ
河
、
バ
ル
ト
海
、
中
央
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
等
を
経
て
フ
リ
ー
ス
ラ
ソ
ド
、
フ
ラ
ン
ド
ル
・
ラ
イ
ン
の
諸
地
方
に
波
及

す
る
。
イ
ス
ラ
ム
商
人
は
、
カ
ス
ピ
海
か
ら
ロ
シ
ア
諸
河
を
経
て
、
ゲ
ル
マ
ニ

ア
お
よ
び
バ
ル
ト
海
に
到
り
、
北
東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
貫
く
新
商
業
路
を
惨
く
。

か
く
し
て
、
地
中
海
イ
ス
ラ
ム
隅
か
ら
発
し
た
金
の
流
れ
と
、
オ
ジ
エ
ン
ト
の
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イ
ス
ラ
ム
鵬
を
起
点
と
す
る
そ
れ
が
、
北
西
ヨ
…
ロ
ッ
パ
に
合
流
す
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
国
際
商
業
は
、
対
ビ
ザ
ン
ツ
、
イ
ス
ラ
ム
の

二
つ
の
窓
口
を
も
ち
、
対
イ
ス
ラ
ム
の
出
超
、
対
ビ
ザ
ソ
ツ
の
入
超
と
い
う
貿

易
収
支
を
保
つ
。
イ
ス
ラ
ム
金
に
よ
り
、
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
、
ビ
ザ
ン
ツ
商
品

へ
の
購
買
力
を
獲
得
す
る
が
、
ビ
ザ
ン
ツ
は
、
西
方
か
ら
得
た
金
に
よ
っ
て
イ

ス
ラ
ム
諸
国
か
ら
香
料
、
生
糸
、
象
牙
、
宝
石
等
の
輸
入
を
可
能
と
す
る
。
こ

こ
に
、
イ
ス
ラ
ム
世
界
か
ら
西
方
へ
、
西
方
か
ら
ビ
ザ
ン
ツ
へ
、
ビ
ザ
ン
ツ
か

ら
イ
ス
ラ
ム
へ
と
金
の
循
環
路
が
完
結
す
る
。
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
「
商
業
復
活
」

は
、
か
か
る
イ
ス
ラ
ム
金
の
回
流
を
起
囚
と
す
る
。

　
以
上
が
、
　
ロ
ム
バ
ー
ル
説
の
骨
子
で
あ
る
。
　
さ
ら
に
上
の
金
の
回
流
を
基

調
と
し
て
、
都
市
発
達
の
因
由
を
説
明
せ
ん
と
す
る
企
て
、
　
ζ
●
い
。
諺
ぴ
鍵
鼻

ピ
、
ひ
く
。
ぎ
江
露
昌
昌
ぎ
①
℃
窪
3
艮
一
①
冨
巳
ζ
o
団
窪
謝
Φ
（
》
⇔
昌
9
①
ω
…
詞
。
㌣

口
。
巨
①
ρ
ω
。
魚
偏
診
”
Ω
〈
羨
紹
諏
。
濁
這
蟄
）
が
、
発
表
さ
れ
て
お
り
、
す
で

に
本
誌
（
第
四
一
巻
一
号
、
一
九
五
八
年
）
で
、
鯖
田
豊
之
氏
が
紹
介
さ
れ
て

い
る
。
中
世
前
期
に
お
い
て
も
、
金
が
国
際
貿
易
決
済
の
主
要
な
手
段
で
あ
っ

た
と
は
い
え
、
ロ
ム
パ
ー
ル
の
所
論
は
、
あ
ま
り
に
も
大
胆
な
中
世
経
済
史
を

貫
く
構
想
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
流
通
経
済
が
、
ロ
ム
パ

ー
ル
の
説
く
如
く
、
イ
ス
ラ
ム
の
征
服
に
よ
っ
て
全
く
促
進
さ
れ
た
か
、
否
か

は
別
と
し
て
、
ひ
る
が
え
っ
て
夢
解
i
ロ
ッ
パ
自
体
の
金
な
い
し
金
貨
の
問
題

は
、
ど
う
考
え
る
べ
き
か
。

　
ロ
ー
マ
末
期
か
ら
メ
ロ
ビ
ン
グ
時
代
に
亘
る
、
東
方
物
産
購
入
が
惹
起
し
た

西
方
か
ら
東
方
へ
の
お
び
た
だ
し
い
金
の
流
出
の
過
程
（
「
長
い
血
の
掌
る
負

担
」
）
は
、
M
・
ブ
ロ
ッ
ク
が
詳
し
く
分
析
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
で
は
、
カ

V
リ
ン
グ
詩
代
初
期
以
後
、
公
的
な
金
貨
鋳
造
を
停
止
し
た
西
ヨ
ー
ロ
ヅ
パ
に

お
い
て
、
金
は
流
逼
過
程
か
ら
脱
落
し
た
も
の
か
、
退
蔵
さ
れ
た
の
か
ど
う
か
。

金
ス
ト
ッ
ク
は
減
少
し
た
か
。
ビ
ザ
ソ
ツ
・
オ
リ
エ
ン
ト
お
よ
び
イ
ス
ラ
ム
諸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
キ
ン

国
と
の
商
業
が
、
い
か
な
る
関
係
を
も
つ
た
か
。
こ
れ
ら
申
世
に
お
け
る
金
の

問
題
に
総
括
さ
れ
る
テ
…
マ
は
、

　
¢
α
q
o
竃
9
岩
Φ
お
什
山
①
＜
讐
謹
α
”
い
効
ζ
o
⇔
①
欝
巴
。
昌
Φ
旨
①
訂
．
騨
巴
壁
げ
鶉
学

び
鶉
）
注
o
p
（
国
謀
ω
3
H
3
財
国
ご
銀
幕
⇒
山
導
一
の
ヨ
鉾
ざ
9
×
図
×
H
押
6
一
P
×
×
図
賢
ど

一
総
P
×
×
×
H
＜
鴇
一
八
一
）

　
口
の
く
鋤
け
≦
2
≦
Φ
o
奔
ρ
鼠
。
雛
u
臥
①
”
囲
冨
σ
q
9
の
。
償
鎮
弩
。
犀
餌
口
象
ω
o
の
（
跨
亭

郎
巴
Φ
ω
∪
．
国
δ
8
騨
Φ
国
8
昌
。
塁
蒼
二
①
蝉
ω
0
9
巴
①
り
H
＜
》
お
G
。
込
。
）

　
請
し
d
§
ド
冨
賢
。
銘
⑩
旨
①
い
．
。
巳
碧
雲
畠
窪
鋤
σ
q
Φ
（
》
導
巴
Φ
ρ
U
．
簗
甲

　
8
冒
①
国
8
昌
。
ヨ
β
¢
①
響
ω
o
o
㌶
δ
＜
画
一
㊤
Q
。
ω
）

　
閃
．
び
o
r
け
9
¢
〈
o
環
。
ω
お
3
①
巴
。
げ
①
ω
の
蓬
ピ
、
凪
ぎ
9
酢
h
o
昌
息
興
③
け
冨
○
♀

　
弓
淳
9
。
江
。
⇔
》
①
虜
。
昌
μ
①
障
Φ
。
。
o
雌
ω
δ
⇔
d
鋤
の
同
醤
℃
罵
ρ
μ
り
α
㎝
●
（
「
四
世
紀
か
ら

　
七
世
紀
の
金
」
に
つ
い
て
の
記
述
。
）

　
等
の
論
義
の
対
象
と
さ
れ
て
き
た
。
こ
れ
ら
の
所
説
か
ら
、
カ
ロ
リ
ソ
グ
時

代
思
至
中
世
前
期
ヨ
…
ロ
ッ
パ
の
金
の
問
題
を
綜
合
す
る
と
、
核
心
は
ほ
ぼ
つ

ぎ
の
三
点
に
要
約
さ
れ
る
と
思
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
キ
ン

　
①
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
金
ス
ト
ッ
ク
は
、
従
来
予
想
さ
れ
て
い
た
よ
り
は
る
か

に
多
量
な
こ
と
。
　
（
い
9
は
四
－
六
世
紀
を
通
じ
金
の
大
ス
ト
ッ
ク
の
存
続
を

指
適
す
る
）
②
こ
の
金
の
確
認
で
き
る
部
分
は
、
鋳
貨
の
形
で
流
通
し
て
い
た
。

③
か
か
る
鋳
貨
は
、
一
部
の
例
外
を
除
い
て
、
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
鋳
造
さ
れ
た

の
で
な
く
、
イ
ス
ラ
ム
の
α
写
弩
金
賀
で
あ
る
。

　
溜
塗
の
問
題
は
、
③
の
イ
ス
ラ
ム
貨
の
流
入
量
の
評
価
に
か
か
っ
て
い
る
。

イ
ギ
リ
ス
の
銭
貨
学
着
℃
口
唱
○
ユ
Φ
ω
o
コ
は
、
か
か
る
イ
ス
ラ
ム
貨
の
顧
葺
i
μ
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SU・一ロッパ中世前期の商業（堀内）

ッ
パ
へ
の
大
棚
流
入
の
過
大
評
価
に
疑
嚢
を
は
さ
ん
で
い
る
。
　
（
↓
び
①
ζ
鷲
げ

o
h
夢
①
ζ
卿
⇔
o
房
噂
犀
①
〈
億
Φ
切
目
α
Q
①
U
Φ
℃
ぽ
圃
9
0
σ
q
δ
蝉
∪
、
瓢
6
8
跨
ρ
H
博

区
区
図
誇
許
お
課
）
彼
に
よ
れ
ぽ
、
文
献
上
、
銭
貨
学
上
、
西
ヨ
ー
μ
ヅ
パ

の
イ
ス
ラ
ム
貨
の
流
入
は
、
　
確
認
し
う
る
け
れ
ど
も
、
　
一
部
は
な
お
推
論
の

域
を
脱
し
な
い
。
か
つ
、
ロ
ム
パ
ー
ル
の
い
う
よ
う
に
、
イ
ス
ラ
ム
金
貨
が
奴

隷
購
入
の
支
払
手
段
と
し
て
西
ヨ
…
ロ
ッ
パ
へ
流
入
し
た
と
の
馨
実
も
憶
測
に

す
ぎ
な
い
。
む
し
ろ
、
イ
ス
ラ
ム
金
貨
は
、
奴
隷
よ
り
も
、
著
移
品
と
の
交

換
な
い
し
、
加
工
品
の
買
付
け
の
た
め
に
費
さ
れ
た
と
す
る
方
が
妥
当
で
あ

る
し
、
　
巳
”
p
o
郎
ω
貨
は
す
べ
て
イ
ス
ラ
ム
貨
な
り
と
の
従
来
の
文
献
上
の

解
釈
が
、
か
な
ら
ず
し
も
成
立
し
な
い
こ
と
を
銭
貨
の
分
布
か
ら
明
か
に
し
て

い
る
。
こ
れ
に
関
し
て
、
幻
●
ピ
餌
8
自
。
ぽ
①
も
近
著
U
①
の
　
o
誌
σ
q
ぎ
Φ
の
　
α
①

一．

@
o
o
聲
。
諺
ざ
o
o
o
凱
①
緊
巴
ρ
日
O
綬
の
な
か
で
、
つ
ぎ
の
こ
と
を
指
適
し
て
い

る
。
奴
隷
商
業
は
、
イ
ス
ラ
ム
の
征
服
後
、
極
め
て
大
き
な
発
展
を
と
げ
た
。

、
奴
隷
は
、
イ
ス
ラ
ム
商
業
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
で
あ
る
イ
ス
パ
ニ
ア
で
輸
入
さ
れ
、

奴
隷
輸
出
に
よ
っ
て
、
イ
ス
ラ
ム
金
の
若
干
と
サ
サ
ソ
朝
の
象
ひ
①
琶
銀
貨
が
、

西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
流
通
し
は
じ
め
た
こ
と
も
否
め
な
い
。
し
か
し
、
奴
隷
商
業

の
重
要
性
を
、
余
り
に
過
大
評
価
す
る
こ
と
は
で
き
ぬ
と
。
加
え
て
、
デ
ン
マ

ー
ク
の
銭
貨
学
ω
．
b
ロ
。
賦
U
は
ζ
o
び
餌
B
旨
㊦
9
0
げ
鋤
ユ
Φ
直
謝
碧
⑦
効
切
恥
切
β
ユ
。

（ω

W
巳
ぢ
簿
蕊
9
。
昌
国
8
⇔
o
邑
。
類
剛
ω
8
q
蜜
く
｝
①
ぎ
r
H
し
綜
ω
）
で
、
イ
ス

ラ
ム
銀
貨
の
北
ヨ
t
ロ
ッ
パ
へ
の
大
最
流
出
ー
ロ
ム
バ
ー
ル
も
あ
る
程
度
み

と
め
て
い
る
が
一
を
示
唆
し
て
い
る
。
と
す
る
と
、
ど
う
や
ら
ロ
ム
バ
ー
ル

の
描
く
如
き
、
イ
ス
ラ
ム
と
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
通
商
関
係
の
成
立
の
根
拠
が
、

薄
弱
と
な
り
つ
つ
あ
る
形
勢
は
、
　
ぬ
ぐ
い
が
た
い
。
　
そ
の
点
に
関
し
て
は
、

》
物
．
江
。
び
。
が
日
冨
H
昆
¢
導
拶
ぎ
算
舞
嘗
8
0
日
図
o
h
↓
冨
国
ρ
吋
関
9
艮
臼
Φ

済
σ
Q
Φ
ω
・
》
⇔
①
ω
ω
鴇
H
ω
冨
ヨ
8
①
o
o
⇔
o
ヨ
ざ
慧
ω
8
肩
団
”
（
未
刊
）
が
、
何
ら
か
の

解
答
を
用
意
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
つ
ぎ
に
、
金
の
間
題
と
直
接
む
す
び
つ
く
中
世
前
期
の
国
際
通
貨
の
意
義
が

考
慮
さ
れ
る
。
た
と
え
、
申
憶
初
期
に
お
い
て
、
貿
易
最
は
少
な
か
っ
た
に
せ

よ
、
地
中
海
商
業
の
主
要
な
交
換
手
段
と
し
て
の
ビ
ザ
ン
ツ
貨
・
イ
ス
ラ
ム
貨

に
、
国
際
通
貨
の
名
を
冠
す
る
の
も
、
あ
え
て
不
当
で
な
い
。
そ
し
て
、
上
に

ふ
れ
た
国
際
商
業
と
い
う
観
点
か
ら
、
か
か
る
金
貨
の
機
能
が
分
析
さ
れ
、
か

つ
流
通
過
程
を
明
か
に
す
れ
ば
、
中
世
初
期
経
済
の
質
酌
規
定
も
、
も
っ
と
明

確
に
な
る
筈
で
あ
る
。
　
最
近
の
○
●
鐘
．
0
ぢ
＆
斜
ζ
。
β
①
ざ
準
一
8
㌧
磐
創

9
〈
旨
N
9
⊃
萬
。
⇔
ヨ
穿
①
鼠
①
黛
＄
珪
効
昌
。
餌
ロ
≦
o
ユ
9
朝
貯
げ
8
ぐ
○
Φ
昌
ε
戦
ざ

δ
ま
や
い
8
震
（
中
世
の
ド
ル
）
の
、
か
か
る
方
向
へ
の
ア
プ
ロ
…
チ
も
、

実
は
経
済
学
の
概
念
が
、
あ
ま
り
に
も
無
雑
作
に
導
入
さ
れ
て
お
り
、
せ
っ
か

く
「
自
然
経
済
」
　
「
貨
幣
経
済
扁
の
二
律
背
反
の
縛
か
ら
脱
却
し
た
わ
れ
わ
れ

は
、
か
え
っ
て
経
済
学
的
概
念
の
混
融
の
た
め
に
解
明
へ
の
光
明
を
見
失
い
は

し
な
い
か
と
の
危
恨
さ
え
覚
え
る
。
そ
れ
故
、
》
・
賢
鼠
。
謹
o
ρ
該
。
⇔
①
＄
蔓

6
冨
。
蔓
9
剛
。
お
》
調
馬
ω
臣
搾
び
”
お
鱒
。
。
．
℃
●
潤
a
賦
α
q
導
℃
ユ
日
一
周
ぞ
Φ
駕
。
器
ざ

お
謹
等
に
よ
る
、
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
以
降
の
通
貨
理
論
の
、
申
世
初
期
の
経

済
現
象
へ
の
適
用
如
何
と
い
う
反
省
に
、
も
う
一
度
立
ち
も
ど
る
必
要
が
あ
る
。

二
、
北
方
商
藁

　
ピ
レ
ン
ヌ
の
関
心
は
、
主
に
ロ
ー
マ
ニ
ア
に
向
け
ら
れ
、
ゲ
ル
マ
ン
に
よ
っ

て
推
進
さ
れ
た
北
へ
の
び
る
経
済
的
発
展
は
、
十
分
に
考
慮
に
お
か
れ
な
か
っ

た
。
し
た
が
っ
て
、
ゲ
ル
マ
ン
の
遠
距
離
商
業
の
培
養
土
と
な
っ
た
フ
リ
ー
ス

ラ
γ
ド
を
舞
台
と
す
る
牢
世
初
期
北
方
商
業
の
展
欄
も
、
か
な
ら
ず
し
も
ピ
レ
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ン
ヌ
構
想
に
合
致
す
る
も
の
で
は
な
い
。

　
フ
ラ
ン
ク
王
国
の
経
済
と
中
世
初
期
の
北
方
商
業
と
の
交
渉
に
つ
い
て
は
、

古
く
は
、
国
●
℃
舞
N
①
ぎ
U
δ
跨
ぎ
臨
の
。
冨
内
陣
鍵
日
韓
創
創
興
目
ω
冨
夢
一
8
ぴ
。

や
騨
諺
民
び
鑓
一
関
ω
o
げ
≦
①
α
①
昌
償
切
q
α
器
囚
鍵
。
犀
β
σ
q
δ
o
財
⑳
幻
①
ざ
ぽ
”
お
ω
圃
の

示
唆
が
あ
っ
た
し
、
近
く
は
騨
冨
畠
昌
p
O
δ
坤
ぎ
臨
ω
。
げ
①
昏
δ
ω
諺
。
冨

缶
鋤
け
恥
Φ
一
鍍
○
ω
誘
①
①
明
日
鑓
葺
露
巴
け
曾
（
≦
臼
8
ご
鋤
匡
ω
魯
ユ
h
酔
四
更
ω
o
N
す
一
償
．

窯
剛
け
ω
o
ぴ
鋤
坤
ω
σ
Q
Φ
ω
o
窯
。
謀
け
ρ
心
ρ
一
㊤
総
’
国
Φ
津
ω
）
が
、
多
く
の
側
面
を
明
ら

か
に
し
て
い
る
。
ロ
ー
マ
時
代
、
す
で
に
フ
リ
ー
ス
ラ
ン
ド
人
の
商
業
的
活
動

が
文
献
上
、
考
古
学
の
上
か
ら
確
め
ら
れ
る
が
、
ラ
イ
ン
下
流
の
ド
レ
ス
タ
ッ

ト
（
H
）
O
戦
①
ω
酵
9
創
）
を
中
心
と
し
て
、
ラ
イ
ン
上
流
、
フ
ラ
ン
ド
ル
地
方
の
生
産

品
を
北
へ
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
、
ス
カ
ン
ジ
ナ
ビ
ア
へ
供
給
し
た
こ
の
商
業
と
フ

ラ
ン
ク
王
国
と
の
経
済
的
関
連
と
の
究
明
は
、
中
砥
経
済
史
の
構
図
を
正
し
く

描
く
た
め
、
極
め
て
重
要
な
課
題
を
含
ん
で
い
る
。
こ
の
研
究
の
磁
発
点
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
瀦

て
、
つ
ね
に
あ
げ
ら
れ
る
の
は
じ
ご
．
男
。
騨
≦
Φ
ひ
り
δ
坤
δ
ω
δ
o
ぴ
①
鵠
程
α
鉱
冒

ヰ
偽
冨
ヨ
窯
葺
鮎
巴
＄
び
這
ω
圃
で
あ
る
。
そ
の
後
二
〇
黒
闇
、
野
路
、
商
痛
、

ト
レ
…
ガ
ー
等
に
つ
い
て
滋
許
細
　
に
わ
た
る
北
欧
…
出
葡
志
自
学
、
銭
玉
案
学
の
成
果
…
の
魚
肥

稜
は
じ
d
・
殉
。
犀
≦
興
の
研
究
を
ま
っ
た
く
一
新
し
た
か
の
感
が
あ
る
。
就
中
、
団
．

蜜
づ
犀
β
ぴ
詳
匿
’
》
鴇
げ
巨
口
揖
噸
ψ
℃
鋤
∬
冴
①
P
O
o
鉱
Φ
ω
等
の
業
績
は
高
く
評
価

さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
今
日
、
こ
れ
ら
諸
学
者
に
よ
っ
て
積
み
重
ね

ち
れ
た
資
料
に
も
と
づ
い
て
、
従
来
の
研
究
成
果
が
新
た
に
批
判
、
綜
合
さ
れ

る
べ
き
段
階
に
達
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
メ
ロ
ビ
ン
グ
時
か
ら
カ
ロ
リ
ン
グ

時
代
の
フ
リ
ー
ス
ラ
ソ
ド
商
業
の
変
遷
は
、
大
よ
そ
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
総
括
し

て
さ
し
つ
か
え
な
い
か
と
考
え
る
。

　
メ
ロ
ビ
ソ
グ
時
代
に
関
し
て
は
、
北
海
沿
岸
・
ラ
イ
ン
河
流
地
域
を
支
配
し

た
フ
リ
ー
ス
ラ
ソ
ド
人
は
、
メ
ロ
ビ
ン
グ
王
朝
と
北
海
沿
爆
と
の
通
商
の
仲
介

者
と
し
て
、
六
散
華
あ
る
い
は
、
そ
れ
以
前
の
商
業
活
動
に
重
要
な
役
割
を
演

じ
て
い
る
。
た
だ
、
装
飾
晶
、
精
巧
な
ガ
ラ
ス
器
な
ど
の
奢
移
川
を
主
な
商
品

と
し
た
関
係
上
、
ロ
ー
マ
時
代
や
カ
ロ
リ
ン
グ
時
代
に
比
べ
れ
ば
商
業
規
摸
は

小
さ
い
。
し
か
し
、
七
世
紀
に
は
、
ラ
イ
ン
の
目
路
は
発
展
し
、
八
世
紀
半
ば

頃
に
は
、
マ
イ
ン
ッ
↓
ド
レ
ス
タ
ッ
ト
↓
ハ
イ
タ
ブ
（
切
望
昏
鋤
び
β
）
な
い
し
ロ

ン
ド
ン
へ
の
カ
ロ
リ
ン
ガ
ー
の
北
轟
力
商
路
が
貫
通
す
る
。
・
し
た
が
っ
て
、
こ
の

商
業
活
動
の
活
議
に
と
も
な
い
、
北
海
と
ラ
イ
ン
流
域
を
む
す
ぶ
地
域
は
、
地

中
海
周
辺
地
域
に
と
っ
て
代
り
、
八
世
紀
後
半
か
ら
九
世
紀
に
か
け
て
の
適
期

〇
〇
年
間
は
、
ド
レ
ス
タ
ッ
ト
を
中
心
と
す
る
フ
リ
ー
ラ
ン
ド
商
業
の
最
盛
期

と
さ
れ
る
。
こ
の
商
業
は
、
ラ
イ
ン
地
方
の
陶
器
、
ガ
ラ
ス
製
品
、
石
材
を
主

な
商
品
と
し
、
ド
レ
ス
タ
ッ
ト
を
拠
点
と
し
て
、
ラ
イ
ン
河
心
地
域
か
ら
ス
カ

ン
ジ
ナ
ビ
ア
や
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
へ
は
、
主
に
萄
醸
酒
、
手
細
工
品
を
運
び
、
奴

隷
、
毛
皮
を
対
貨
と
し
た
。

　
以
上
が
、
現
在
の
研
究
か
ら
概
観
さ
れ
る
フ
リ
ー
ス
ラ
ン
ド
商
業
の
事
情
で

あ
る
が
、
な
お
考
古
学
上
解
決
を
待
た
れ
る
い
く
つ
か
の
間
題
が
残
っ
て
い
る
。

例
え
ば
最
近
の
類
●
冨
U
騨
煽
げ
渉
や
鵠
’
》
吐
げ
臼
①
β
の
ハ
イ
タ
ブ
や
ビ
ル
カ
の

発
掘
は
、
装
飾
文
様
や
銭
貨
の
上
か
ら
、
カ
ロ
リ
ン
グ
時
代
の
ハ
イ
タ
ブ
、
ビ

ル
カ
、
シ
レ
ス
ヴ
ィ
ヒ
の
三
遠
の
相
互
的
通
商
関
係
は
十
分
置
明
確
に
な
っ
て

は
い
る
が
、
無
駄
、
商
品
等
に
つ
い
て
な
お
不
明
の
点
を
残
し
て
い
る
。
あ
る

い
は
、
ひ
と
口
に
フ
リ
ー
ス
ラ
ン
ド
人
と
よ
ば
れ
る
商
人
の
実
態
に
ま
つ
わ
る

あ
い
ま
い
さ
も
払
拭
さ
れ
る
な
ら
ば
、
さ
ら
に
こ
の
商
業
の
全
ぼ
う
も
、
　
一
履

は
つ
き
り
し
た
輪
廓
を
示
す
こ
と
に
な
ろ
う
。
な
お
、
　
一
〇
、
　
一
一
世
紀
の
ス

カ
ン
ジ
ナ
ビ
ア
（
ハ
イ
タ
ブ
、
ビ
ル
カ
）
や
ラ
イ
ン
流
域
（
ド
レ
ス
タ
ッ
ト
）
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ヨーロッパ中世前期の商業（堀内）

に
お
け
る
フ
リ
ー
ス
ラ
ソ
ド
商
人
の
集
団
組
織
は
、
北
欧
の
マ
ー
チ
ャ
ン
ト
ギ

ル
ド
の
先
駆
的
形
態
と
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
ハ
イ
タ
ブ
や
ビ
ル
カ
の
発
掘
は
、

そ
れ
ら
が
、
職
業
上
の
組
合
に
組
織
さ
れ
た
移
動
商
人
の
拠
点
た
る
≦
酵
と

し
て
、
都
市
的
生
活
を
予
言
す
る
起
源
的
要
素
を
明
ら
か
に
指
蒸
し
て
い
る
こ

と
、
そ
し
て
、
そ
れ
ら
が
プ
ラ
ー
ニ
ッ
ツ
や
エ
ン
ネ
ン
の
尊
書
起
源
論
に
摂
取

さ
れ
て
い
る
こ
と
は
周
知
で
あ
る
。

　
さ
て
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
ノ
ル
マ
ソ
ロ
ソ
ケ
ス
ト
が
、
フ
リ
ー
ス
ラ
ソ
ド
商

業
終
末
の
時
期
と
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
が
、
中
世
経
済
史
上
、
プ
リ
；
ス
ラ
ン

ド
商
業
の
意
義
を
ど
の
よ
う
に
理
解
す
べ
き
か
。
O
●
富
｝
冨
ヨ
島
⊃
”
切
泣
の
冨
口

6
話
α
①
ヨ
U
舞
犀
》
α
q
Φ
ω
”
（
G
。
℃
Φ
2
貯
夢
く
。
ド
×
×
〆
属
9
一
口
り
誤
）
の

つ
ぎ
の
指
適
は
、
傾
聴
に
価
し
よ
う
。

　
メ
ロ
ビ
ン
グ
時
代
の
経
済
と
カ
ロ
リ
ン
グ
晦
代
の
そ
れ
の
相
違
に
つ
い
て
の

論
争
は
あ
や
ま
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
二
つ
の
三
代
の
経
済
の
推
移
を

ω
鍔
。
お
①
o
o
ゆ
。
露
《
か
ら
≦
①
黛
D
舛
①
o
o
誹
。
奪
ざ
あ
る
い
は
、
そ
の
逆
の
過
程
と

み
る
必
要
は
な
い
。
む
し
ろ
㍉
南
か
ら
北
へ
の
地
理
的
推
移
と
考
え
る
べ
き
で

は
な
い
か
。
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
が
ビ
ザ
ソ
ツ
と
い
う
先
遙
経
済
騰
の
ヒ
ソ
タ
ー
ラ

ン
ト
で
あ
っ
た
メ
ロ
ビ
ン
グ
時
代
の
地
中
海
中
心
の
経
済
に
、
カ
ロ
リ
ン
グ
時

代
に
は
、
ラ
イ
ン
、
北
海
に
集
中
す
る
経
済
が
と
っ
て
代
る
。
そ
れ
は
、
あ
た

か
も
フ
ラ
ン
ク
の
政
治
的
文
化
的
申
心
が
、
ほ
ぼ
同
時
代
に
南
か
ら
北
へ
移
行

し
た
の
に
対
応
す
る
。
地
中
海
と
な
お
接
触
を
保
ち
、
主
ど
し
て
奢
二
筋
を
内

容
と
す
る
メ
μ
ビ
ン
グ
時
代
の
経
済
が
、
ロ
ー
カ
ル
な
粗
製
贔
に
基
礎
を
お
く

経
済
よ
り
強
力
か
弱
い
か
と
い
う
論
は
、
主
観
的
な
主
張
に
す
ぎ
な
い
。

　
こ
こ
に
お
い
て
、
カ
ロ
リ
ソ
グ
時
代
を
メ
ロ
ピ
ソ
グ
時
代
経
済
の
発
展
（
ド

囁
ー
プ
シ
ュ
）
あ
る
い
は
、
衰
退
（
ピ
レ
ン
ヌ
）
の
過
程
と
み
な
す
か
と
い
っ
た

論
義
は
、
経
済
繁
栄
地
の
地
理
的
移
行
の
裡
に
黒
蓋
さ
れ
い
る
と
い
っ
て
よ
い
ひ

　
つ
ぎ
に
、
ヴ
ァ
イ
キ
ン
グ
が
、
北
方
商
業
に
ど
の
よ
う
な
破
壊
的
役
割
を
演

じ
た
か
、
な
い
し
、
ど
の
よ
う
に
商
路
を
変
え
た
か
、
か
つ
都
市
成
立
の
問
題

に
い
か
な
る
関
連
を
も
つ
た
か
が
検
討
さ
れ
る
。
ヤ
ソ
タ
ー
ン
、
ア
ル
プ
マ
ン

の
発
掘
の
領
域
が
拡
大
さ
れ
る
に
つ
れ
、
ヴ
ァ
イ
キ
ン
グ
の
破
壊
的
影
響
は
、

可
成
り
小
規
模
に
見
積
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
段
階
に
至
っ
て
い
る
し
、
平
和
酌
通

商
、
略
奪
的
行
為
の
商
業
史
に
残
し
た
そ
れ
ぞ
れ
の
痕
跡
も
、
可
成
り
判
別
さ

れ
て
き
た
。
し
か
し
、
精
密
な
個
別
酌
デ
…
タ
が
積
ま
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る

が
、
こ
れ
ら
を
ふ
ま
え
た
新
し
い
総
括
的
研
究
は
、
い
ま
の
と
こ
ろ
ほ
と
ん
ど

見
当
ら
な
い
。
そ
の
よ
う
な
現
状
か
ら
、
潤
●
》
肩
げ
巨
曽
ρ
6
ぽ
Φ
＜
蔚
ヨ
昏
q
”
μ
⑩
α
c
。

の
上
粋
が
、
大
き
な
期
待
が
も
た
れ
る
ゆ
え
で
あ
る
。

三
、
商
業
復
活
の
意
義

　
弦
…
ロ
ッ
パ
経
済
史
上
一
一
、
一
二
世
紀
を
「
商
業
復
活
」
な
る
標
語
の
も

と
に
、
癒
期
を
認
め
る
の
が
普
通
と
な
っ
て
い
る
。
プ
ラ
ー
ニ
ッ
ツ
は
都
市
の

発
達
の
上
か
ら
一
一
・
ご
一
世
紀
を
「
革
命
酌
な
新
時
期
」
と
よ
び
、
マ
ル
ク
・

ブ
ロ
ッ
ク
は
、
歓
ム
ム
、
W
総
済
、
法
制
史
上
の
瀦
休
き
、
洞
門
察
か
ら
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
桂

会
の
発
展
を
永
久
に
印
し
た
極
め
て
深
刻
な
一
二
世
紀
の
戴
臼
」
を
認
め
、
チ

ポ
ル
ラ
は
、
貨
幣
の
多
量
流
出
と
労
働
の
多
岐
に
わ
た
る
分
化
に
も
と
つ
く
経

済
変
化
が
一
二
世
紀
を
特
質
づ
け
る
も
の
と
す
る
。
し
か
る
に
、
ロ
ペ
ツ
、
レ

ス
ト
ク
ワ
は
、
　
ほ
ぼ
問
様
に
、
　
中
世
商
業
お
よ
び
商
人
の
活
議
な
活
動
を
促

進
し
た
経
済
的
変
革
期
を
一
〇
世
紀
に
求
め
よ
う
と
す
る
。
　
（
び
。
や
①
N
糟
ω
酔
鑓

讐
6
尋
曾
幻
9
巴
ω
銘
⇒
8
リ
ピ
＜
H
H
し
O
㎝
ご
笛
ピ
①
ω
a
8
ピ
6
げ
Φ
↓
①
づ
讐
O
①
口
－

ε
触
ざ
国
o
o
⇔
9
凱
。
寓
ぼ
8
巴
畷
国
①
〈
δ
き
区
く
目
ひ
回
Φ
ミ
）
　
ロ
ペ
ツ
は
、
語
の
真
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実
な
意
味
に
お
い
て
、
ル
ネ
サ
ン
ス
な
る
隣
期
は
、
醗
史
上
｛
○
世
紀
を
お
い

て
他
に
あ
る
は
ず
は
な
い
と
の
べ
、
経
済
史
上
「
商
業
革
命
」
（
O
o
日
日
窪
9
鉱

山
①
〈
o
冨
鉱
。
け
）
の
モ
ー
メ
ン
ト
を
一
〇
世
紀
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
経
済
現
象
に
求
め

て
い
る
。

　
最
近
の
都
市
研
究
が
ひ
と
し
く
み
と
め
る
こ
と
は
、
中
世
初
期
に
お
け
る
遠

距
離
商
業
と
、
そ
れ
に
た
ず
さ
わ
る
商
人
の
存
続
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
た

が
っ
て
、
ピ
レ
ン
ヌ
が
考
え
た
よ
う
な
中
世
商
人
の
起
源
説
は
、
否
定
さ
れ
る

傾
向
に
あ
る
。
ロ
ペ
ツ
、
レ
ス
ト
ク
ワ
i
多
少
の
違
い
は
あ
る
が
一
き
わ

だ
っ
た
人
口
の
増
加
、
一
〇
世
紀
後
半
の
ア
ラ
ビ
ア
、
ノ
ル
マ
ソ
、
マ
ジ
ャ
ー

ル
入
等
の
外
敵
侵
入
の
後
退
、
主
と
し
て
東
方
か
ら
の
商
、
工
業
技
術
の
輸
入

等
の
契
機
を
重
視
し
、
中
世
高
期
の
大
商
人
の
系
譜
が
、
一
〇
世
紀
に
遡
り
グ

る
こ
と
を
も
っ
て
、
一
〇
世
紀
の
印
し
た
経
済
上
の
変
革
と
す
る
。

　
ロ
ペ
ツ
、
ロ
ム
バ
ー
ル
の
所
説
か
ら
、
中
世
前
期
（
一
〇
世
紀
ま
で
）
に
お

け
る
蕩
ヨ
；
ロ
ヅ
パ
を
め
ぐ
る
、
イ
ス
ラ
ム
、
ビ
ザ
ソ
ツ
の
貿
易
の
傾
向
は
、

つ
ぎ
の
よ
う
に
一
般
化
し
て
さ
し
つ
か
え
な
い
と
思
う
。
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
、

イ
・
ス
ラ
ム
躯
肇
国
に
対
「
し
て
は
、
木
材
、
奴
隷
、
鉄
、
毛
議
反
を
輪
糊
幽
、
イ
ス
ラ
ム

か
ら
は
二
二
の
奢
藁
葺
を
輸
入
。
ま
た
ビ
ザ
ン
ツ
に
対
し
て
は
、
ビ
ザ
ン
ツ
の

仲
介
す
る
著
修
晶
お
よ
び
影
乾
の
ビ
ザ
ソ
ツ
二
身
の
生
塵
品
を
輸
入
し
、
輸
繊

す
べ
き
も
の
を
も
た
ず
。
こ
の
時
期
に
お
い
て
は
、
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
、
イ
ス

ラ
ム
諸
国
、
ビ
ザ
ン
ツ
に
比
し
、
総
じ
て
低
物
価
に
あ
た
っ
た
と
考
え
ら
れ
、

絶
好
な
買
手
市
場
で
あ
っ
た
わ
け
で
、
こ
の
好
機
を
巧
み
に
と
ら
え
た
の
が
、

イ
ス
ラ
ム
商
人
で
あ
っ
た
。
ま
た
ビ
ザ
ン
ッ
は
、
対
イ
ス
ラ
ム
の
入
超
を
対
西

ヨ
ー
輝
ヅ
パ
の
出
超
で
皐
じ
て
カ
バ
ー
し
、
た
え
ず
金
の
澗
か
つ
に
悩
み
な
が

ら
、
国
家
の
経
済
政
策
の
強
力
な
推
進
と
あ
い
ま
っ
て
、
経
済
約
繁
栄
を
砥
こ

り
得
た
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
西
叡
旨
ロ
ッ
パ
の
紺
イ
ス
ラ
ム
、
ビ
ザ

ン
ツ
の
貿
易
関
係
の
転
換
（
つ
玄
り
、
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
紺
外
診
場
に
お
け
る

購
買
力
の
復
活
）
を
も
っ
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
商
業
復
活
の
一
つ
の
モ
ー
メ
ン

ト
と
認
め
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
そ
の
一
つ
の
原
因
が
、
ロ
ム
パ
ー
ル
の
い

5
如
き
、
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
の
イ
ス
ラ
ム
金
の
流
入
と
考
え
る
の
も
、
か
な
ら

ず
し
も
不
当
で
は
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
、
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
貿
易
関

係
の
転
換
を
可
能
な
ら
し
め
る
一
三
は
、
さ
ら
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
経
済
圏
の
商

業
の
背
景
と
な
っ
て
い
る
工
業
、
技
術
、
農
村
等
の
生
産
弓
造
の
諸
関
係
に
つ

い
て
検
討
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
明
瞭
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

，
お
わ
り
に
、
都
市
成
立
の
問
題
に
一
言
ふ
れ
よ
う
。

　
都
市
の
成
立
を
法
制
的
、
地
誌
的
に
説
明
し
よ
う
と
す
る
古
き
伝
統
が
あ
る

が
、
一
方
に
お
い
て
、
経
済
的
に
こ
れ
を
明
ら
か
に
し
と
よ
う
す
る
努
力
も
お

ろ
そ
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。
す
で
に
ふ
れ
た
金
の
回
流
の
上
に
都
甫
の
発
展
を

跡
づ
け
よ
う
と
す
る
ロ
ム
バ
ー
ル
の
構
想
も
、
レ
ス
ト
ク
ワ
の
都
市
成
立
の
経

済
的
主
体
と
し
て
の
℃
客
臨
。
冨
帥
①
の
研
究
も
、
い
ず
れ
も
、
そ
う
し
た
努
力

の
現
わ
れ
と
み
て
よ
い
。
し
か
も
、
そ
う
し
た
研
究
が
、
過
去
の
都
市
類
型
論

を
無
意
味
な
も
の
と
な
し
つ
つ
あ
る
こ
と
も
見
落
せ
な
い
。
エ
ン
ネ
ン
女
史
は
、

一
九
五
五
年
の
第
　
○
回
国
際
歴
史
学
会
に
提
出
し
た
報
告
（
い
Φ
道
。
聴
娼

，
》
σ
q
Φ
誌
H
⑩
頓
◎
瓢
O
・
餅
の
論
文
ピ
①
ω
三
九
①
目
①
導
ω
け
畷
b
①
ω
O
①
囲
O
邑
諺
舞
H
o
昌

◎
Φ
ω
〈
韓
①
ω
①
罎
。
審
ゆ
濤
ω
）
の
な
か
で
、
一
定
の
経
済
的
基
準
の
も
と
に
、
ヨ

：
ロ
ッ
パ
中
嵐
都
市
に
お
け
る
大
都
市
、
中
都
甫
、
小
都
市
の
各
タ
イ
プ
を
示

し
て
い
る
。
そ
し
て
さ
ら
に
視
界
を
拡
げ
て
、
イ
ス
ラ
ム
都
市
、
ビ
ザ
ン
ツ
都

市
、
東
洋
の
諸
都
遷
を
こ
め
て
、
包
括
的
に
都
市
の
類
型
が
論
じ
ら
れ
る
な
ら

ば
、
対
自
的
に
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
都
市
の
形
像
が
、
よ
り
鮮
明
に
浮
彫
り
に
さ

れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
o
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